
(2) 掘立柱建物跡

今回、 C区で報告対象となるのは、第 1号掘立柱

建物跡から第 4号掘立柱建物跡と第12号掘立柱建

物跡の 5棟の報告である。

第1号掘立柱建物跡（第128• 129図）

M-13グリッドに位憤する。第117・ 118・ 127・ 128 

号住居跡を切っている。規模は桁行4間 (8.64m)、

梁行2間 (5.86m)の南北棟の側柱建物で、主軸は

N-14°-Wである。

柱間間隔は不揃いで、梁行2.8-2.9m前後、桁行

2.0-2.2m前後と、梁行間隔が桁行間隔より広く

なっている。

柱穴は概ね円形であるが、方形・楕円形のものも

ある。径68-llOcm、深さ34-80cmを測る。柱痕はP

2 -P 5 ・ P 7 -P 9 • P 11 ・ P 12で確認できた。

遺物は、土錘がP2 ・ P 3 • P 5 ・ P 12から出土

した。

第2号掘立柱建物跡（第130• 131図）

L・M-13・14グリッドに位臨する。第116・117・ 

118 ・ 135号住居跡を切っている。規模は桁行 3間

(6.86m)、梁行2間(5.40m)の南北棟の側柱建物

で、主軸はN-15°-Wである。

柱間間隔は不揃いで、梁行2.5-2.8cm、桁行

2.0-2.2m前後で、第 1号掘立柱建物跡と同様に梁

行き間隔のほうが広くなっている。

柱穴は円形の他に、方形・楕円形と様々で、円形

の柱穴は、径97-120cm、深さ54cm程である。柱痕は、

P4・P6-P9で確認できた。

遺物は、土師器杯、須恵器杯・蓋、土錘が、 Pl

~P 7で出土した。

第 1号掘立柱建物跡出土土錘観察表（第129図）

番号 長さ 径 孔径 重さ

1 4.21 1.64 0.48 (10. 75) 

2 4.68 1.85 0.46 (12.66) 

3 6.37 2.00 0.50 (23. 79) 

4 (7.06) 2.09 0.57 (27.47) 

5 (3. 72) 1.57 0.51 (7.57) 

6 (3.24) (1.87) (0.56) (5. 70) 

第3号掘立柱建物跡（第132図）

L・M-15グリッドに位岡する。第119・ 120 ・ 121 

号住居跡を切っている。規模は桁行3間 (6.15m)、

梁行2間 (4.32m)の南北棟の総柱建物で、主軸は

N-9 °-Wである。

柱間間隔はある程度揃っているが、梁行2.0mと

2.15m、桁行2.0mと2.25m程になるが、梁行・桁行

ともに若千ずれる柱穴がある。

柱穴は円形もしくは楕円形で、方形のものもある。

径63-lOOcm、深さ30-60cm程を測る。柱痕は、 p1 

-P3・P6・Pllで確認できた。

遺物は小型壺、土錘がP4 -P 6 ・ Pl2から出土

した。

第4号掘立柱建物跡（第133図）

L •M-16グリッドに位置する。第167 • 168 ・ 175 

号住居跡を切っている。規模は桁行4間 (6.94m)、

梁行2間 (4.64m)の南北棟の側柱建物で、主軸は

N-7°-Wである。

柱間間隔は、梁行は柱穴が揃わず2.2-2.4mでP

2・P7がやや外側にずれている。桁行2.2mでP

3・P4間、 P5 • P 6間のみ2.5mとなる。

柱穴はほぼ円形で、径53-74cm、深さ30-56cmで

ある。柱痕は、 Pl・P2・P4-P10で確認でき

た。

遺物は、検出されなかった。

第12号掘立柱建物跡（第134図）

J-19グリッドに位固する。第221号土坑に切ら

れ、 392号住居跡を切っている。規模は、桁行 2間

(4.13m)、梁行2間(3.44m)で、北側梁行の中央

分類 色調 残存 備 考

Ba IV 橙 100 P5 

BbV 橙 90 P3 

Ba IV 明赤褐 95 P12 

Ba III 浅黄橙 80 p 2 

Ba 黒褐 p 2 

Bb にぶい黄橙
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第128図 第 1号掘立柱建物跡
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第129図 第 1号掘立柱建物跡・出土遺物
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第131図 第 2号掘立柱建物跡出土遺物

第 2号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第131図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色 調 残存 出土位匿 備 考

1 杯 (11.8) 2.9 (8.2) BE 普通 橙 20 p 1 口縁部外底面部横手持ナデ
外面 ・ ちヘラ削り暗文土器

2 杯 (13.1) 4.0 (8.0) BJL 良好 灰 20 p 7 底部右回転ヘラ削り

3 壺 8.8 B 良好 灰 20 P6 肩部右回転ヘラ削り

第 2号掘立柱建物跡出土土錘観察表（第131図）

番号 長さ 径 孔 径 重さ 分類 色調 残存 備 考

4 (3. 96) 0.86 0.25 (2.50) Aa V 明赤褐 80 P3 

5 4.55 1.54 0.52 (9. 75) Ba V 明赤褐 80 P5 

6 (5.30) 1.39 0.38 (8. 72) Aa 橙 P4 

7 5.52 1.52 0.44 (9.69) Ba V 黒褐 90 P4 

8 6.39 2.08 0.44 (22. 93) Bb!V にぷい褐 90 P6 ， (6.25) 2.34 0.42 (27.55) B にぷい黄橙 80 P2 

10 7.87 2.92 0.56 (52. 97) Bb II にぷい橙 95 P6 

11 (3. 90) 2.05 0.47 (13. 26) Bb 赤褐 P3 

12 (5.48) (2. 00) 0.34 (14.05) Ba 明赤褐 P 9 

13 (5.43) 2.06 0.52 (16. 75) Ba にぶい黄橙 p 1 

14 6.17 1.87 0.60 (11.23) Ba IV にぷい褐 60 P 8 

第3号掘立柱建物跡出土遺物観察表（第132図）

番号 1器種 1口径 1器高 1底径 1 胎土 1焼成 1 色 調 1残存 I出土位置 備 考

1 I小 型壺I6.7 I 5.1 I 5.o I J 普通 橙 95 P 5 I口縁部一対円孔体部外面←ヘラ削り
内面横ナデ底部ヘラ削り及ぴ木葉痕
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第132図 第3号掘立柱建物跡・出土遺物
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第3号掘立柱建物跡出土土錘観察表（第132図）

長さ 径 孔径 重さ 分類 色調 残存 備 考

4.27 1. 61 0.40 (7.39) Ba VI 明赤褐 80 P4 

(5.70) 2.06 0.61 (21.04) Bb IV 橙 90 Pl2 

5.95 1 89 0.38 (19.19) Ba IV にぷい黄橙 90 p 4 

(5.65) 1.80 0.50 (17.90) B 暗赤褐
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1 暗褐色 (1OYR3/4) 地山プロック多
2 暗褐色 (IOYR3/4) 地山粒子
3 褐色 (IOYR4/6) 地山プロック多、炭化物
4 暗褐色 (10YB3/4)地山プロック 締り強い
5 黄褐色 (IOYRS/8)地山プロック多締り強い

色包•7
.. 6 黒褐色 (IOYR3/l)炭化物締まり強い

7 褐色 (10YR4/6) 地山プロック多締まり強い
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第133図第 4号掘立柱建物跡
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の柱穴は土坑に切られ不明であるが、総柱建物と考

えられ、主軸はN-16°-Wである。

柱間間隔は、梁行1.9m、桁行1.9mであるが、 P

2・P3惜］力ゞ2.lm、P5・P6阻1カゞ2.5mを測る。

柱穴は円形で、径52-60cm、深さ17-27cmである。

柱痕は、 Pl-3・8で確認できた。

遺物は、須恵器杯がP3から、土師器高杯杯部が

P4から出土した。
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1 黒褐色 (JOYR3/2) 地山粒子、 粘性ややあり
2 暗褐色 (JOYR3/4) 地山プロック多、砂質、 締まりあり
3 褐色 (JOYR4/4) 地山プロック ・炭化物、砂質、締まりあり
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第134図 第12号掘立柱建物跡 ・出土遺物

第12号振立柱建物跡出土遺物観察表（第134図）

番号1器種 1口径 1器高 1底径 1胎土

1 I t不 (7.0)IBI

焼成 I色 調 I残存 I出土位置 考

2 I高 杯 I07. 7) BE 

良好

普通

灰

橙

40 

15 
3

4

 

p

p

 

備

底部右回転ヘラ削り

外面横ナデ
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(3) 上坑

今匝、 C区で報告対象となる土坑は、第71号土坑

から第77号士坑、第79号土坑から第87号土坑、第96

号土坑から113号土坑、第221号土坑 (J-19グリッ

ド内）で、第78号土坑が欠番になっており、 35碁の

報告である。

なお、第221号土坑は、 L-19グリッドにもあり、

遺構番号が重複することから、 J-19グリッド内の

第221号土坑を欠番の第218号士坑として番号を振

り替え報告する。

第71号土坑（第135図）

J-16グリッドに位置する。第157• 163号住居跡

を切る。平面は、長軸99cmX短軸48cmの楕円形で、

深さ17cmを測る。主軸方位は、 N-11'-Wを指す。

遺物は、須恵器片、土師器片が出土した。

第72号土坑（第135図）

I -15 • 16グリッドにまたがって位置する。平面

は、径130cmX 110cmの円形で、深さ22cmを測る。主

軸方位は、 N-85'-Wを指す。

遺物は、土師器片が出士した。

第73号土坑（第135• 136図）

J-15・16グリッドにまたがって位罹する。第108

号住居跡を切っている。平面は、径79cmの円形で、

深さ43cmを測る。

遺物は、土師器甕・台付甕が出土した。

第74号土坑（第135• 136図）

K-16グリッドに位慨する。平面は、 281cmX181 

cmの不定形で、深さ16cmを測る。主軸方位は、N-37°

-wを指す。

遺物は、土師器杯・鉢・甕の他に土錘が出土した。

第75号土坑（第135• 136図）

K-16グリッドに位固する。第164号住居跡を

切っている平面は、 210cmX81cmの不整楕円形で、深

さ20cmを測る。主軸方位は、 N-71°-Wを指す。

遺物は、土師器杯が出上した。

第76号土坑（第137• 138図）

L-16グリッドに位置する。第168号住居跡のカ

マドを切る。平面は、 274cm X 114cmの不整楕円形で、

深さ13-38cmを測る。主軸方位は、 N-10°-Wを指

す。

遺物は、士師器杯・甕の他に土錘が出上した。

第77号土坑（第137• 138図）

M-16グリッドに位岡する。第172号住居跡を切

る。平面は、 229cmX 121cmの楕円形で、深さ37cmを

測る。主軸方位は、 N-8°-Wを指す。

遺物は、須恵器杯、土師器杯・甕の他に土錘が出

土した。

第79号土坑（第137• 138図）

k-16グリッドに位置する。第170号住居跡と重

複するが先後関係は不明である。平面は、 80cmX54 

cmの方形気味で、深さ19四を測る。主軸方位は、 N

-73°-Eを指す。

遺物は、士師器杯が出土した。

第80号土坑（第137• 138図）

k-16グリッドに位置する。第170号住居跡と重

複するが先後関係は不明である。平面は、 180cmX93

cmの不整形で、深さ24cmを測る。主軸方位は、N-84°

-Eを指す。

遺物は、土師器杯の他に須恵器甕片が出土した。

第81号土坑（第139図）

k-16グリッドに位岡する。第170号住居跡・第82

号土坑と重複するが、先後関係は不明である。平面

は、 140cmX73cmの楕円形で、深さ44cmを測る。主軸

方位は、 N-75°-Eを指す。

遺物は、土師器片が出土した。

第82号土坑（第139図）

k-16グリッドに位箇する。第170号住居跡・第81

号土坑と重複するが、先後関係は不明である。平面

は、 103cmX83cmの楕円形で、深さ27cmを測る。主軸

方位は、 N-290-Wを指す。
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第136図第73~75号土坑出土遺物

第73号土坑出土遺物観察表（第136図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎 土 焼成 色 調 残存 出土位罹 備 考

1 甕 (20.8) BEJ 普通 にぷい褐 30 床 No. l頸部外面横ナデ 胴部外面←ヘラ削り

2 台 付 甕 EGJ 普通 橙 75 覆土 脚台部糸lj離

第74号土坑出土遺物観察表（第136図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎 土 焼成 色 調 残存 出土位置 備 考

3 杯 (12.8) BJ 良好 にぶい褐 40 覆土 底部外面←ヘラ削り

4 況： (12.8) DJ 良好 灰黄褐 30 覆土 底部←ヘラ削 り

5 杯 (12.9) DJ 普通 橙 20 床 底部外面←ヘラ削り
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第74号土坑出土遺物観察表（第136図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色 調 残存 出土位置 備 考

6 杯 (11. 5) 4.2 D 普通 灰黄褐 40 床 日縁部横ナデ底部外面←ヘラ削り

7 鉢 (24.5) J多 普通 にぷい橙 15 裂土 口縁外面横ナデ外面摩耗し調整不明

8 甕 5.5 J多 普通 灰褐 40 覆土 外面↑ヘラ削り 内面工具ナデ， 甕 (14.5) HJL 普通 にぷい褐 30 裂土 胴部外接面合 ↓ヘラ削り 内面工具横ナデ
粘土 部縦指ナデ

第75号土坑出土遺物観察表（第136図）

番号 1器種 I口径 1器高 1底径 1 胎土 I焼成 I色 調 I残存 I出土位置 備 考

10 I 土不 I 15.o I 3. 9 B
 

普通 Iにぶい黄橙I85 覆土 1内面器壁荒れ外面調整不明瞭

第74号土坑出土土錘観察表（第136図）

番号 長さ 径 孔径 重さ 分類 色調 残存 備 考

11 5.41 1.54 0.53 (10.16) Ba V 褐 95 
12 5 91 1.58 0.49 11.49 AaIV 灰賀褐 100 
13 6.92 1.63 0.46 17.09 Aa III 暗赤褐 100 
14 7.62 1.59 0.46 (18.64) Aa II にぷい赤褐 95 
15 (5.50) (1.58) 0.50 (9.29) B にぶい赤褐

16 (3.26) 1.33 0.42 (3.42) B 明赤褐

第83号土坑（第139図）

k-16グリ ッドに位置する。第170号住居跡を切

る。平面は、 112cmX70cmの楕円形で、深さ22cmを測

る。主軸方位は、 N-81°―Eを指す。
追物は、土師器片が出土した。

第84号土坑（第139図）

k-16グリッドに位置する。第170号住居跡と重

複するが、先後関係は不明である。平面は、 93cmX

87cmの円形で、深さ18cmを測る。

遺物は、土師器片が出土した。

第85号土坑（第139図）

k-16グリッドに位置する。第170号住居跡を切

る。平面は、 80cmX74cmの円形で、深さ10cmを測る。

遺物は、土師器片が出土した。

第86号土坑（第139図）

k-16グリ ッドに位罹する。第170号住居跡と重

複するが、先後関係は不明である。第160号住居跡の

P3に南西部が切られている。平面は、 130cmX63cm 

の不整形で、深さ15cmを測る。主軸方位は、 N-0°

-Eを指す。

遺物は、土師器片が出土した。

第87号土坑（第139図）

J-16グリ ッドに位置する。第166号住居跡を切

る。平面は、 75cmX80cmの円形で、 深さ16cmを測る。

第96号土坑（第140図）

H-18グリッドに位置する。平面は、 77cmX8lcm

の円形で、 深さ40cmを測る。

遺物は、土師器片が出土した。

第97号土坑（第140図）

H-18グリッドに位置する。第219号住居跡を切

る。平面は、 113cmX104cmの方形で、深さ16cmを測

る。主軸方位は、 N-40°—E を指す。

遺物は、土師器片が出土した。

第98号土坑（第140図）

I-18グリッドに位置する。平面は、 70cmX62cm

の円形で、深さ44cmを測る。

遺物は、土師器片が出土した。

第99号土坑（第140• 142図）

I-17グリッドに位置する。平面は、173cmX134 

cmの長方形で、深さ20cmを測る。主軸方位は、N-64°

-Eを指す。

遺物は、須恵器杯 ・高台付杯・ 高台付坑、土錘の
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SK79 

--- ―-̀‘ I A』

二＼ □二／／ （ロ
A63.3 A 

贔
虚・5 -A: 

SK79 (10YR3/2) 焼.難.,土．.．！極色砂多、質土白色、炭微化粒物子粒多子若干1 黒褐色 (10YR4/2) 

2 灰黄褐ヽ黄色褐色 (10YR5/4) 砂質3 にぶし

SK76 s k 8 0 
1 暗褐色 (IOYR3/3) 炭化物
2 黒褐色 (IOYR2/3) 炭化物、灰白色粘土僭か
3 暗褐色 (IOYRJ/3) 灰多、明黄褐色多
4 にぶい黄褐色 (IOYR4/3) 灰若干
5 灰黄褐色 (IOYR4/2) 明黄褐色土
6 灰黄褐色 (IOYR4/2) 
7 黒褐色 (IOYRJ/2) 
8 にぷい黄褐色シルト(IOYR5/4) ＿ム＇

9 にぷい黄褐 (IOYR5/4) 暗褐色土若干
10焼土
11 黒褐色 (IOYR3/2) 

SK77 

-r~-
＾竿3 -A' 

^— 口 一'
SK80 
1 黒褐色 (10YR3/1) 黄褐色砂質土
2 黒褐色 (10YR3/l) 焼土、炭化物若干
3 黒褐色 (10YR3/2)黄褐色砂質土、焼土若干

逗 4 ＿上

“ SK77 
1 にぷい黄褐色 (IOYR4/3)

2 黒褐色 (IOYR3/l) 焼土プロック、炭化物多
3 黒褐色 (IOYR2/2) 焼土プロック、炭化物多
4 にぶい黄褐色 (10YR4/3) にぷい黄橙色土
5 暗褐色 (10YR3/3) 焼土粒子催か
6 褐色 (IOYR4/4) 

lm 
1: 30 

第137図第76• 77 • 79 • 80号土坑
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SK79 SK80 

三三二~7 ミ ーニI 9 

゜第138図 第76• 77 • 79 • 80号土坑出土遺物

10cm 
I,4 

第76号土坑出土遺物観察表（第138図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色 調 残存 出土位置 I 備 考

1 杯 (16.0) 3.8 BDJ 普通 橙 60 床

2 甕 (14.0) BDJ 普通 にぶい橙 25 裂土

3 甕 (22.0) BDJ 普通 橙 15 裂土

第76号土坑出土土錘観察表（第138図）
l 

1 残存 I番号 長さ 径 孔 径 重さ 分類 色調 備 考

4 (6.03) 2 32 0.52 (27.45) Ba にぶい黄橙

5 7.24 1. 76 0.55 27.71 Ba III 灰黄褐

I 
100 

6 7.35 2.67 0.62 43.01 Ba III 橙 100 
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第77号土坑出土遺物観察表（第138図）

番号 器種 口径 器高 底径 胎土 焼成 色 調 残存 出土位置 備 考

7 杯 13.1 3.7 7.7 BJL 良好 灰 100 覆土中位 No.1 底部右内外回面転粘ヘ土ラ巻削り ヂ内痕面ロクロ痕
顕著体部 き上l

8 杯 (13.3) 3.15 F 良好 にぶい橙 40 覆土 日縁内外面ロクロナデ底部手持ちヘラ削り， 甕 (13.2) G 良好 にぶい黄橙 40 覆土 頸部内外面接合痕胴部外面ヘラ削り

第77号土坑出土土錘観察表（第138図）

番号 長さ 径 孔径 重さ 分類 色調 残存 備 考

10 (5.33) 1.63 0.44 (11.86) Ba IV 灰黄褐 80 
11 6.27 1.85 0.57 19.32 Ba IV 黒褐 100 
12 6.69 1. 76 0.56 19.66 Bb III 灰褐 100 
13 (6. 72) 2.16 0.55 (25.05) Ba II 灰黄褐 80 
14 (3.65) 1.81 0.48 (9.13) B 黒褐

15 (4. 70) 1.80 0.47 (12.54) B にぷい黄橙 50 
16 (5. 70) 2.03 0.74 (19. 78) Ba にぶい褐 70 

第79号土坑出土遺物観察表（第138図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土！焼成！色 調 i残存I出土位置 I 備 考

17 杯 (12.4) 3.0 BEJ I普通 Iにぷい橙| 2s 1 覆土 1底部外面←ヘラ削り

第80号土坑出土遺物観察表（第138図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色 調

18 杯 (12.8) J 普通 橙

19 杯 (11. 7) 4.5 B 普通 にぶい黄橙

他に須恵器甕片、土師器片が出土した。

第100号土坑（第140図）

K-19グリッドに位置する。第198号住居跡を切

る。平面は、 92cmX75cmの楕円形で、深さ54cmを測

る。主軸方位は、 N-71°-Eを指す。

遺物は、須恵器杯片、土師器片が出土した。

第101号土坑（第140図）

k-19グリッドに位置する。平面は、 92cmX87cm

の円形で、深さ66cmを測る。

遺物は、土師器片が出土した。

第102号土坑（第141図）

k-19グリッドに位憤する。第200号1主居跡を切

る。平面は、 83cmX75cmの円形で、深さ52cmを測る。

遺物は、土帥胎片と土錘が出土した。

第103号土坑（第141図）

J -19グリッドに位置する。第189• 219号住居跡

を切る。平面は、 120cmX 100cmの楕円形で、深さ28

残存 出土位潰 備 考

25 覆土 底部外面←ヘラ削り

30 覆土 底部外面←ヘラ削り

cmを測る。主軸方位は、 N-80°-Wを指す。

遺物は、土師器甕片が出土した。

第104号土坑（第141• 142図）

k-19グリッドに位置する。第198号住居跡に南

半が切られている。平面は、 98cmX8lcmの楕円形で、

深さ74cmを測る。主軸方位は、 N-32°-Eを指す。

遺物は、土師器甑が出土した。

第105号土坑（第141• 142図）

J-19グリッドに位置する。第189号住居跡の下

にあり、第219号住居跡を切っている。平面は、 100

cmX80cmの楕円形で、深き45cmを測る。主軸方住は、

N-140-Wを指す。

追物は、七師器杯・甕が出士した。
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SK81・82 
1 にぷい黄褐色 (10YR4/3)
2 灰黄褐色 (10YR4/2) 
3 黒褐色 (10YR3/2) 
4 黒褐色 (10YR3/2) 炭化物粒子若干
5 黒褐色 (IOYR2/2)にぶい黄橙色土
6 黒褐色 (IOYR2/2)

k
 

•V SK83 

A 

A 63.3 

A 63.3 A' 

曇
SK86 
1 県褐色 (IOYR3/2) にぷい黄褐色砂質土
2 にぷい焚褐色 (IOYR4/3)
3 黒褐色 (IOYR3/I) 炭化物粒子

A 63.3 

A
 

A' 

SK84 

1 灰黄褐色 (IOYR4/2)
2 黒褐色 (IOYR3/2) にぶい黄褐色砂

SK87 

SK83 

1 にぶい黄褐色 (IOYR4/3) 炭化物、焼土催か
2 にぶい黄褐色 (IOYR4/3)
3 黒褐色 (IOYR3/2) 炭化物

SK85 

Aーロ
星^．3

A
 

A' 

A' 

鬱
SK85 
1 黒褐色 (10YR3/1) 炭化物若干
2 にぷい黄褐色 (10YR4/3)
3 褐灰色粘土 (10YR5/1) 
4 黒褐色 (10YR3/2) 

A-1ロA
 

A 63.3 A' 

冒
SK87 
1 暗褐色 (IOYR3/3)焼土プロック・炭化物
2 褐色 (IOYR4/4) 地山プロック多 ゜

第139図 第81~87号土坑

lm 
1 :30 
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SK96 

I SK98 
ー→一—→--

Aー／〗仁 l A A 

虚•9 A. 但．7 一ざ． 逗 .4

一‘

SK96 
1 にぷい黄褐色 (IOYR5/4)
2 褐色色 (IOYR4/4) 炭
3 にぶい黄褐色 (10YR4/3)
4 にぷい黄褐色 (IOYR5/3) シルト
5 にぷい黄褐色 (10YR5/3) 粘性あり、炭僅か

SK99 

ー

SK97 

1 暗褐色 (10YR3/3) 炭化物少、焼土プロック、砂質
2 黒褐色 (10YR3/2) 炭化物少

--

SK 1 0 0 

A ーム

SK98 
1 にぷい黄褐 (10YR4/3) 炭化物少、焼土粒子
2 暗褐 (10YR3/3) 炭化物僅か

A 

一'

逗.7 ＿上 逗 .7 _A‘ 

A 63.6 A• 

鳳
SK99 

1 暗褐 (10YR3/3) 炭化物粒子多、焼土少

sk l o o 
1 褐色 (10YR4/4) 焼土若干
2 にぷい黄褐 (10YR4/3) にぷい黄橙シルト若干、炭化物僅か
3 褐灰シルト (10YR5/1)
4 褐色 (10YR4/4) にぶい黄橙シルト多
5 にぷい黄褐 (10YR5/4) 褐灰シルト若干
6 褐色 (10YR4/4) にぷい黄橙シルト
7 にぶい黄褐 (10YR4/3) 褐灰シルト僅か

SKlOl 

1 にぶい黄褐 (10YR4/3)
2 虹 (10YR3/4) 炭化物・黄褐色シルトー
3 にぶい黄褐 (10YR4/3)
4 褐色 (10YR4/4) 褐灰色シルト
5 暗褐 (10YR3/4) 
6 褐色 (10YR4/4) 黄褐色シルト若干

゜
Im 
1: 30 

第140図第96~101号土坑
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A 63.6 ,.,. ． A'63.4 

90 

・̂ A 63.2 -A9 

SK102 
1 暗褐色 (IOYR3/3) 炭化物
2 暗褐色 (IOYR3/4) にぷい黄橙シルト多
3 暗褐色 (IOYR3/3) 炭化物・にぷい黄橙シルト
4 暗褐色 (IOYR3/4) にぷい黄橙色シルト若干
5 にぷい黄褐 (IOYR4/3) 炭化物若干
6 にぷい黄褐 (IOYR4/3)

SK 1 0 5 

ヽ

A_ / 

A 63.4 ・̂ 

SK103 
l 灰 (IOYR4/2) 炭化物僅か
2 灰黄褐 (10YR4/2) 
3 灰黄褐 (IOYRS/2) 
4 にぷい黄褐 (IOYRS/3) 炭、灰若干
5 にぶい黄橙 (IOYB6/4)
6 黒褐 (IOYR3/2) 炭、灰多
7 にぷい黄橙 (IOYB6/3) 炭、 灰若千
8 炭灰層
9 焼土
10 にぷい黄褐 (IOYR4/3) 焼土・炭、灰若干
11 灰黄褐 (IOYR4/2) 炭化物僅か

SK 1 0 6 

A A
 

A 64.9 A9 

SK105 
1 にぷい黄褐色 (IOYR5/4) 焼土粒子、炭化物粒子少
2 褐色 (IOYR4/4) 焼土プロック、炭化物粒子多
3 暗褐色 (IOYRJ/3) 炭化物粒子、灰褐色シルト多
4 にぷい黄褐色 (IOYR5/3) 炭化物粒子少（砂質）
5 にぷい黄橙色 (IOYR6/3) 焼土粒子、炭化物粒子少（砂質）

SK106 
1 暗褐色土 (IOYR3/3) 耕作土 ．（浅脚Aバミス混人）
2 にぶい黄褐色 (IOYR5/4) 白色微粒子、焼土粒子少（地山層）
3 褐色 (IOYR4/4) 白色微粒子・焼土粒子、炭化物粒子少
4 暗褐色 (IOYR3/3) 焼土粒子、炭化物粒子少（土器片を多く含む）
5 匹色 (10YR3/2) 焼土粒子 ・炭化物粒子、黄褐色シル ト少 ° 
第141図第102~107号土坑

SK 1 0 7 

.__ /[ )\~ 

A 63.6 A' 

SK107 

1 にぷい黄褐色 (lOYR4/3) 黄褐色シルト、焼土プロック少
2 褐灰色 (IOYR4/l) 灰白色シルト、焼土プロック少
3 黒褐色 (10YR3/2) 炭化物粒子少

lm 
I: 30 
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第99号土坑出土遺物観察表（第142図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色 調 残存 出土位置 備 考

1 杯 (5.0) B 普通 浅黄橙 45 覆土 底部ヘラ削り

2 杯 4.8 BJ 普通 浅賀橙 70 覆土 底部右回転糸切り

3 高台付杯 5.1 ABJL 普通 浅黄橙 60 裂土

4 高台付坑 5.9 BJL 普通 黒褐 60 裂土 糸切り後高台貼付

第99号土坑出土土錘観察表（第142図）

番号 長さ 径 孔径 重さ 分類 色調 I残存 I 備 考

5 (5.44) 1.58 0.40 (12.21) Ba IV 明赤褐 | 80 
5-2 (2.24) (1.42) 0.34 (2.57) 橙

5-3 (4.20) 1.54 0.62 (8.30) Aa 黒褐

第102号土坑出土土錘観察表

番号I長さ 径 孔径 重さ I 分類 | 色調 I残存 I 備 考

1 I (4.30) (1.44) 0.47 (5.16) I Ba I にぷい橙

第104号土坑出土遺物観察表（第142図）

番号器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色 調 残存 出土位置 備 考

6 甑 24.6 26.5 8.6 HJ 普通 にぶい黄橙 95 榎土中位 日縁部ナデ外面 ↓ヘラ削り

第105号士坑出土遺物観察表（第142図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色 調 残存 出土位罹 備 考

7 杯 (10.8) B 良好 にぶい黄橙 40 床 口緑部横ナデ 内外面油煙付着

8 杯 (12.8) B 良好 灰黄褐 40 覆土 口縁部外面・内面黒色処理

9 甕 (20.2) BDJ 良好 にぶい黄橙 30 覆土 胴部外面↓ヘラ削り

10 甕 3.6 BDJ 普通 橙 60 覆土 胴部外面↓ヘラ削り

第106号土坑出土遺物観察表（第142図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色 調 残存 出土位箇 備 考

11 高台付杯 5.3 BJ 普通 灰白 60 覆土 底部糸切り後、高台貼付

12 高台付埼 5.7 BEJ 普通 にぶい橙 80 覆土 酸化焔焼成

13 衛台付坑 (12.7) 5.3 5.7 ABJ 普通 浅黄 60 覆土 器壁摩耗嵩台貼付

14 高台付坑 (12.6) 5.6 6.0 BJL 普通 にぶい黄橙 75 覆土 底部糸切り後、高台貼付

第106号土坑出土土錘観察表（第142図）

番号 長さ 径 孔径 重さ 分類 色調 1 残存 I 備 考

15 (4.10) 1.58 0.35 (9.65) B にぶい赤褐

16 (4 48) 1.47 0.57 (8.06) Ba にぶい黄褐 80 

17 (6 06) 1.53 0.37 (11.93) Ba 明赤褐 100 

第106号土坑（第141 • 142図） 第107号土坑（第141図）

L-17グリッドに位置する。第381号住居跡を切

る。平面は、 133cmX99cmの隅丸長方形で、深さ84cm

を測る。主軸方位は、 N-10°-Wを指す。

J-18グリッドに位置する。第206• 209号住居跡

を切る。平面は、 75cmX68cmの不整円形で、深さ43

cmを測る。主軸方位は、 N-65°-Eを指す。

遺物は、高台付杯・高台付椀の他に土錘が出土し

t::. '--0 
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SK 1 0 8 SK 1 0 9 SK 1 1 0 ---•—~ 

□/ュ
A 63.6 A' 

冑SKIOB 
l 灰黄褐色 (JOYR4/2) 炭化物粒子少
2 にぷい黄褐色 (JOYR4/3) 炭化物粒子少
3 暗褐色 (JOYR3/3) 焼土粒子少
4 暗褐色 (!OYR3/4) 炭化物粒子少
5 褐色 (JOYR4/6) 炭化物粒子少

A ロ A' 

A 63.2 A' 

SK109 
1 褐色 (IOYR4/4) 黄褐色シルト 焼土粒子多
2 褐色 (IOYR4/6) 焼土粒子炭化物粒子少
3 にぷい黄褐色 (IOYR.5/4) 焼土粒子少（砂質）

仁 I~ A' 

A 63.3 A' 

SKllO 
1 にぷい黄褐色 (10YR4/3) 
2 暗褐色 (JOYR3/4) にぷい黄橙シルト多
3 暗褐色 (IOYR3/3) 
4 にぷい黄褐色シルト(10YR5/3)炭化物僅か

SK 1 1 3 

SK 1 1 1 SK 1 1 2 

A_ 

A 63.4 

一'

SK 111 
1 黒褐色 (!OYR3/l) 焼土粒子少
2 灰黄褐色 (10YR4/2) 灰黄褐色土少
3 にぷい黄褐色 (!OYR5/3) 炭化物粒子少（砂質）

SK112 
1 黒褐色 (10YR3/2) 焼土粒子、炭化物粒子少
2 暗褐色 (10YR3/3) 焼土粒子、炭化物粒子少
3 灰黄褐色 (10YR5/2)焼土粒子少砂質

第143図 第108~113号土坑

A' 

,
1
.
i
,
 

,
1
.
lー
_

A 63.6 A' A且．6 ーム・

SK113 
1 黒褐色 (IOYR3/2) 白色微粒子少
2 暗褐色 (!OYR3/3) 焼土粒子少
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第108号土坑（第143図）

J •K-18グリッドにまたがって位置する。第206

号住居跡を切る。平面は、 66cmX58cmの楕円形で、

深さ56cmを測る。主軸方位は、 N-2°-Wを指す。

遺物は、土師器片が出土した。

第109号土坑（第143図）

J-18グリ ッドに位置する。第205号住居跡を切

る。平面は、 129cmX65cmの隅丸長方形で、深さ30cm

を測る。主軸方位は、 N-11°-Wを指す。

第110号土坑 （第143図）

k-18グリ ッドに位置する。第203• 204号住居跡

を切る。平面は、 70cmX71cmの不整円形で、深さ39

cmを測る。

追物は、須恵器片、土師器片が出土した。

第111号土坑（第143• 144図）

J-17グリ ッドに位置する。第223号住居跡を切

る。平面は、 116cmX120cmの隅丸方形で、深さ22cm

を測る。主軸方位は、 N-11°-Wを指す。

遺物は、土師器杯、須恵器高台付杯の他に土錘が

出土した。

第112号土坑（第143• 144図）

J-17グリ ッドに位置する。第223号住居跡を切

る。平面は、 140cmX 107cmの隅丸長方形で、深さ37

cmを測る。主軸方位は、 N-84°-Eを指す。

遺物は、須恵器高台付椀 ・甕片の他に土錘が出土

した。

第113号土坑（第143図）

J-17グリッドに位置する。第217号住居跡に西

二
SK 111 SK 11 2 

＼ 
ニと
/ へ

ヽ浅i
SK112 

□ 口 03 87 
O 3cm 
I l l l 1 : 2 

ー、9、、ベ

゜
10cm 
1,4 

第144図 第111• 112号土坑・出土遺物
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第111号土坑出土遺物観察表（第144図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色 調 残存 出土位置 l 備 考

1 況： (12.8) B 普通 橙 25 覆土

2 高台付杯 5.5 BEJ 普通 にぷい橙 60 覆土 1貼付高台

第111号土坑出土土錘観察表（第144図）

番号 長さ 径 孔 径 重さ 分類 色調 1 残存 I 備 考

3 6.41 1. 76 0.51 (21.53) Ab IV 暗赤褐 I 80 

第112号土坑出土遺物観察表（第144図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色 調 残存 出土位置 備 考

4 高台付坑 (13.2) 5.3 5.9 BD 不良 黄灰 50 覆土 貼付高台

5 高台付椀 (13.2) 5.4 6.3 GJ 不良 灰黄 40 毅土 貼付高台

6 甕片 B 良好 灰黄褐 覆土下位 外面櫛状工具ナデ 内面同心円文当て具痕

第112号土坑出土土錘観察表（第144図）

番号 長さ 径 孔径 重さ 分類 色調 I残存 l 備 考

7 6.61 1.87 0.53 19.27 Ba III 明赤褐 I 100 
8 (3.33) (1.64) 0.46 (6.61) Ba 橙

SK 2 1 8 

＼ 

仁 Ir-- I 1~· 

A63.4 , A' 

0 1m 
1: 30 

145図第218号土坑
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半が切られ、第223号住居跡を切る。平面は、 138cmX

32cm以上で、深さ39cmを測る。主軸方位は、 N-7° 

-Wを指す。

遺物は、土師器片が出土した。

第218号土坑 （第145図）

J-19グリ ッドに位置する。第401• 402号住居跡

を切る。平面は、 253cmX 150cmの隅丸長方形で、深

さ54cmを測る。主軸方位は、 N-22°-Wを指す。

(4) 溝跡

今回、 C区で報告対象となる溝跡は第3号溝の 1

条のみである。

第3号溝 （第146図）

H-16・17グリッドに位謹する。断面は逆台形で、

上巾39-6lcm、下幅29-45cm、深さ11~14cmを測る。

主軸方位は、 N-81°-Eを指す。

遺物は、土師器杯が出土した。

I 
:a, 1 ► 

|o 
'. 

A
、

j 

昌';

｀ 
LOT | ►. 

゜
2m 
1 : 60 

一一

こ ゜
10cm 
1 :4 

第146図 第3号溝跡 ・出土遺物

第3号溝跡出土遺物観察表（第146図）

番:• I 器：；種［：：f：：I 器高 1 底径[][[[I:／苔；1：:;： [〗t 1 出土；立置 1 内外面や：：耗 考
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(5) 性格不明遺構

今回、 C区で報告対象となる性格不明遺構は、第

12 • 13 • 18~20号性格不明追構の計5基である。

第12号性格不明遺構 （第147図）

L-16グリッドに位置する。第168号住居跡に西

半が切られ、第13号性格不明遺構を切っている。平

面は、 3.43mX2.16mの不定形で、深さ29cmを測る。

主軸方位は、 N-5°―Eを指す。
遺物は、土錘が出土した。

第13号性格不明遺構（第148• 149図）

M-16グリ ッドに位箇する。第168号住居跡に北

部、第175号住居跡に西部、第367号住居跡に東隅、

第12号性格不明遺構に北西壁の一部が切られる。平

面は、 302mX260mの台形で、深さ15cmを測る。主

軸方位は、 N-50°-Eを指す。

遺物は、土師器杯 ・甕 ・壺 ・甑、土錘が出土した。

＇ v̀
 

＼
 

．
 

•V 

~
・c
g
 V
 

@I ◎2 G3 
゜ 究60

0 3cm 
l l 1 | 1 : 2 

第147図 第12号性格不明遺構 ・出土遺物

第12号性格不明遺構出土土錘観察表（第147図）

番号 長さ 径 孔径 重さ 分類 色調 残存 備 考

1 6.38 1.45 0.52 12.38 Ba IV にぷい黄橙 100 

2 6.35 1 44 0.51 (10. 35) BbIV 浅黄橙 95 

3 7.00 1.80 0.54 20.55 Ba III 浅黄橙 100 

4 (3.69) 1. 73 0.55 (10.08) Ba にぶい黄橙

5 (5.96) 2.16 0.54 (18. 42) Ba にぶい橙
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塁覧ー

0

硲
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、V

＜ ． 昌究劉4 ◎3 
2m 
1:60 

0 3cm 
I l l l 1 : 2 

第148図 第13号性格不明遺構・出土遺物

第13号性格不明遺構出土遺物観察表（第149図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎士 焼成 色 調 残存 出土位箇 備 考

1 杯 11.3 J L 普通 にぶい橙 70 裂土

2 坪： 12.8 5.6 BE 普通 橙 100 裂土

3 埒： 12.1 5.0 EF 普通 橙 95 裂土

4 杯 12.6 5.5 BEJ にぷい橙 100 ピット 口縁部横ナデ底部外面←ヘラ削り

5 均； 12.7 5.8 BEF 普通 橙 100 ピット 口緑部横ナデ底部外面ヘラ削り

6 杯 12.7 5.5 BEF 挫通 橙 100 ビット床

7 甕 6.3 J L 普通 にぶい褐 80 榎土 外底面部 ↑ ・→ヘラ削り
平行一方向ヘラ削り

8 碑＝ (21.4) BG 普通 にぶい橙 20 裂土 胴部外面← ・ ↑ヘラ削り， 壺 (19.8) BGJ 普通 にぶい橙 30 裂土 胴部外面←・↓ヘラ削り

10 甕 17.6 EJ極多 将•通 にぶい橙 80 裂土 胴部外面↓・←ヘラ削り

11 宝=k• 20.0 BE 良好 にぶい橙 60 ピット床 外面↓ヘラ削り後、横ナデ 内面横ナデ

12 甑 23.6 26.5 9.5 EJ 普通 にぷい橙 95 裂土 胴部外面ヘラ削り 内面ナデ

第13号性格不明遺構出土土錘観察表（第148図）

□ 13 I (6.13) 径

1. 70 

孔径

0.49 

重さ

(12.30) 

分類

Ba IV 

色調

褐灰

残存

70 

備 考
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三

□三
予

三

こ □/ -7／ーロ

［一

｀ 第149図 第13号性格不明遺構出土遺物
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第18号性格不明遺構（第150図） 第19号性格不明遺構（第151図）

J-19グリッドに位置する。東部は確認すること K-19グリ ッドに位置する。第198号住居跡に西

ができなかった。平面は、不整形で、深さ 7cmを測 壁と北部が切られている。平面は、不整形で、深さ

る。 20cmを測る。

遺物は、土師器片が出土した。 遺物は、土師器杯が出土した。

A 63.5 A 
・- -・ 

A 

一'

冒ニ
1 褐灰色 (10YR4/1) 浮石粒子少
2 灰黄褐色 (10YR4/2) 浮石粒子少
3 褐色 (10YR3/3) 焼土粒子 ・黄褐色シルト粒子少
4 にぶい黄褐色(10YR5/3) 黄褐色シルト

゜
2m 
1 :60 

第150図第18号性格不明遺構

碑 7 A' 

直
1 にぷい黄褐色(10YR4/3) 灰白シルト若干
2 灰黄褐色 (10YR4/2) 
3 灰黄褐色 (10YR4/2) 灰白色シルト粒子
4 黒褐色 (10YR3/2) 砂質

2m 
1: 60 

ミー ニミロ／ -＝＝＝ 

3 

10cm 
1 ：ヽ

第151図 第19号性格不明遺構・出土遺物

第19号性格不明遺構出土遺物観察表（第151図）

1番号 1器種 1口径 1器高 1底径 1 胎土 1焼成 I色 調 I残存 I出土位置 備 考

1

2

3

 

杯 (12.8)I 3.4 

杯 (13.7) I 4.3 
杯 (20.4)I 6.2 

J
 
B

B

E

 

普通 橙 25 

普通 にぷい褐 50 

普通 にぶい橙 80 

裂土 器壁摩耗

覆土 底部外面ヘラ削り

狡土 口緑部横ナデ底部内面油煙付着
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第20号性格不明遺構（第152図）

k-17グリッドに位置する。第215号住居跡に切

られる。平面は2.16mX1.78mの形で、深さ21~28

cmを測る。主軸方位は、 N-61°-Eを指す。

遺物は、土師器杯 ・壺が出土した。

A I
A-

A 63.1 
4 

A. 1 褐色 (10YR4/4) 
2 灰層

3 暗褐色 (IOYR3/3) 
4 にぷい黄褐色(10YR5/4)

5 灰焚褐色(IOYR5/2)

ロ

三
□

〗□
0 10cm 

1 :4 

2m 
1:60 

第152図 第20号性格不明遺構・出土遺物

第20号性格不明遺構出土遺物観察表（第152図）

番号 1器種 1口径 1器高 1底径 1 胎土 1焼成 1 色 調 1残存 I出土位置 備 考

0
i
0
i
 

．． 

1
2
2
6
 

＼ヽ

（

杯

甕

1

2
 

1
0
3
0
 

褐赤い
橙

ぷこ＇ 良

良
不

不L
 
J
 

L

D

 

J

B
 

B

A

 

裂土 1内外面摩耗著しい

裂土 外面 ↑方向ヘラ削り

(6) ピット

今回、 C区でピッ トは多数あるが、図示できる遺

物を出土したピットは 5碁である。

J-15G. P 1 （第153図）

第7住居跡の北に位置する。平面は、径49cmX42 

cmのほぼ円形で、深さ17センチを測る。

遺物は、土錘2点が出土した。

I -16G. P 6 （第153図）

第157号住居跡の北、第156・196号住居跡の西に位

置する。平面は、 軸長48cmX36cmの楕円形で、深さ

39cmを測る。主軸方位は、 N-23°-Wを指す。

遺物は、土師器甕が出土した。

I -16G. PlO（第153図）

P6の北、第197号住居跡の西に位置する。平面は、

径27cmX24cmの円形で、深さ20cmを測る。

遺物は、 3の角柱状鉄製品で一方は欠損しており

端部は尖っている。欠損部分の断面は三角形をして

いる。重さは、 46.93gを測る。

l-19G. P3 （第153図）

第187号住居跡の東に位置する。 軸長75cmX59cm

の楕円形で、深さ45cmを測る。主軸方位は、 N-12°

-Eを指す。

遺物は、土師器杯 ・高杯が出土した。

H-19G. P 1 （第153図）

第186号住居跡の北東に位置する。平面は、 P2に

北側が切られており、径44cmX40cmの円形で、深さ

21cmを測る。

遺物は、甕 ．甑が出土した。
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第153図 ピット・出土遺物
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J-ISG. PI出土土錘観察表 （第153図）

番号I 長さ

1

2

 

7.46 

(4.27) 

径

1.89 

(1. 94) 

孔径

0.48 

0.40 

重さ

24.16 

(10.65) 

分類

Ba II 

Ba 

色調 残存

黒褐 I 100 
にぷい黄橙

備 考

ピット出土遺物観察表 （第153図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色 調 残存 出土位躍 備 考

4 甕 (18.5) HJK 普通 橙 20 I -16G. P6 胴部外面↓ヘラ削り 内面工具横ナデ

5 杯 11.2 5.5 BEJ 普通 橙 80 I -19G. P3 低部外面←ヘラ削り

6 坪； 13.4 7.2 BEJ 普通 橙 100 I -19G. P3 口緑部横ナデ底部外面←ヘラ削り

7 高杯 9.4 B 普通 橙 90 I -19G. P3 脚部内面横ナデ

8 甕 (21.5) ABE 不良 橙 15 H-19G. Pl No. l 器壁摩耗， 甑 (9. 7) E 普通 橙 25 H-19G. Pl No. 2 器壁摩耗

(7) グリ ッド出土 ・表採遺物（第154図）

土師器が遺構外の主にL-15グリッドに、土錘が

L-15グリッド及びその他のグリッドと表採遺物

として出土した。

グリッド出土遺物観察表 （第154図）

番号 器種 ロ径 器高 底径 胎土 焼成 色 調 残存 出土位涸 備 考

1 杯 10.0 5.0 BL 普通 橙 80 L-15G 外面←方向ヘラ削り

2 況； (11.1) 5.0 B 普通 にぶい橙 70 L-15G 体部外面←ヘラ削り

3 土不 (12.4) 4.2 BD 良好 橙 30 L-15G 口縁内外面、体部内面外周ロク ロナデ

4 坑 (14.4) 8.5 3.0 BFJ 普通 橙 60 L-15G 体部外面ヘラナデ

5 高杯 (10.8) BEF 橙 40 L-15G 靡耗により調整不明

6 高杯 BF 普通 橙 90 L-15G 器壁摩耗し調整不明

7 高杯 B 不良 橙 70 L-15G 外面調整不明内面上半指ナデ、下半横ナデ

8 甑 (12. 7) 11.4 4.8 F 普通 にぷい橙 70 L-15G 肩部←、胴部↓ヘラ削り

グリット出土土錘観察表 （第154図）

番号 長さ 径 孔径 重さ 分類 色調 残存 備 考

1 (3. 95) 1.51 0.54 (7.84) Ba 灰褐 70 M-13G. 

2 (4.39) 1. 78 0.54 (11.33) Ba 橙 M-13G. 

3 (5.18) 1.96 0.50 (16.86) Ba 明赤褐 M-13G. 

4 (3.54) 1.38 0.48 (5. 77) Ba VI 橙 80 M-15G. 

5 (5. 72) 1.85 0.54 (17.53) Ba にぶい黄橙 M-lSG. 

6 5.85 1.81 0.66 (15.88) Ba IV にぶい黄橙 95 M-15G. 

7 6.05 1. 78 0.62 15.29 BbIV 明赤褐 100 M-15G. 

8 6.55 1. 79 0.66 (17. 75) Ba III にぶい黄橙 80 M-15G. ， 6 60 1. 73 0.65 18.68 Ba III 暗赤灰 100 M-15G. 

10 (7.63) 1.53 0.53 (12. 99) Ba にぶい橙 90 M-15G. 

11 (3.03) 1.66 0.67 (6.61) B にぶい褐 M-15G. P 3 

12 (4.02) (1.46) 0.60 , (7.22) Ba 明赤褐 M-15G. 

13 (4.57) 2.06 0.63 (13.39) B にぶい褐 M-15G. 

14 (5.92) (2.88) 0.54 (35.91) B 橙 M-16G. 

15 (4.30) 1.50 0.45 (8. 76) Ba V にぷい赤褐 80 L-15G. 

16 6.34 1.68 0.61 (13. 99) Ba IV 黒褐 95 L-15G. 

17 (4.38) (2.85) 0.59 (19.96) Ca にぶい黄橙 L-15G. 

18 (6. 75) 1.69 0.57 (15.88) Ba にぷい黄橙 80 L-16G. 

19 (2.69) (1. 31) 0.54 (3.49) Ba 明赤褐 L-16G. 

20 (3. 75) (1. 52) 0.60 (8.06) Ba 明赤褐 L-16G. 
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ふりがな ふりがな コード 北緯 東経 調査面積
------------r--------------------------------------------- 調査期間 調査原因

所収遺跡 所 在 地 市町村 i遺跡番号 0 f ff 0,,, (mり

にょい いせき 埼さいた玉ま県けんお大おさ里と郡ぐん川かわ本もと町まち 11406 ＇ i ＇ 004 36'7'43" 139'16'10" 19971001 4,500 六堰頭首
如意遺跡

お大おあ字ざは畠たけや山まあ字ぎ如によ 意い -＿ 工建設

395他
20001130 

： 

かわば端た い せき
川遺跡

埼さいた玉ま県けんお大お里さと郡ぐん川かわ本もと町まち 11406 ， ＇ ， : 013 36° 7'46" 139°16'17" 20010401 962 六堰頭首

お大おあ字ざは畠たけや山まあ字ざに如よ意い ~ 工建設

407他
20010531 

所収遺跡 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

如意遺跡 集落跡 古墳時代後期 竪穴住居跡 159軒 土師器・須恵器・土錘

奈良•平安時代 掘立柱建物跡 12棟 臼玉・石製模造品

中・近世 士坑 100基 古銭・独鈷杵

溝跡 1条

性格不明遺構 6基

中・近惟墓

川端遺跡 集落跡 縄文時代 竪穴住居跡 12軒 縄文土器・土師器

古墳時代後期 土坑 12基 須恵器・土錘

近世 溝跡 1条 石製紡錘車
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